
 

※令和４年度以降入学生用 

学校番号 1007 

令和５年度 数学科 

 

教科 数学 科目 生活数学 単位数 ２単位 年次 ２年次 

使用教科書 なし 

副教材等 自主制作教材 

 

１ 担当者からのメッセージ（学習方法等） 

・授業では、課題に対して、自ら考え、周りの人と協働で考える活動を行います。 

・「課題を理解する→結果を予想する→解決の方向を構想する→解決する→解決の過程を振り返 

ってよりよい解決を考える」といった一連の過程で、自分の考えを発表したり、議論したりする 

数学的活動を行います。 

・授業中については板書を書き写すだけではなく、授業のポイントや自身で気付いたことやクラス

メイトの発言した内容などをノートの枠外に記入していきましょう。 

・生活の中で数学を生かすことの良さに気づき、日常生活において数学の考え方を意識するように

しましょう。 

 

 

２ 学習の到達目標 

これから社会生活を過ごすうえで，基礎的な知識の習得と技能の習熟を図り，数学と社会生活の関

係について認識を深め，事象を数学的に考察する能力を培い，数学のよさを認識できるようにする

とともに，それらを活用する態度を育てる。 

 

 

３ 評価の観点及びその趣旨 

観

点 
a:知識・技能 b:思考・判断・表現 c:主体的に学習に取り組む態度 

観
点
の
趣
旨 

社会人として必要な算数・

数学の基礎的な事柄が処理

できる。 

数学と日常生活の関連性が

深い事象を知る。例えば等

差数列の考え方を理解し、

公式を使って値を求めるこ

とができたり、また表計算

ソフトを使った数値計算

や、グラフなどの作成がで

きることを理解し，その方

法を習得する。 

数学的な視点で考えると，日

常生活に潜んでいる数学がた

くさんあることを考察する。

また数値をグラフ化して、い

ろいろな事象の性質や傾向を

つかみ、今後の方針を検討す

るなど、判断力や表現力を身

につける。 

社会人として日常生活に数学

が潜んでいることに興味をも

ち、その有効性を感じ、探究

しようとする姿勢で取り組

む。周りの生徒とお互い意見

を出し合いながら、認め合っ

たうえで、物事に取り組んで

いける。 

上に示す観点に基づいて、学習のまとまりごとに評価し、学年末に５段階の評定にまとめます。学習内

容に応じて、それぞれの観点を適切に配分し、評価します。 
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４ 学習の活動 

学 

期 

単
元
名 

学習内容 単元（題材）の評価規準 

評価方法 

知(a) 思(b) 主(c) 

１
学
期 

割
合
と
確
率 

１．確率の社会生活 

２．割合とその応用 

a: 期待値の定義を理解し，確率

の性質などに基づいて期待値を

求めることができる。 

b: 反復試行の確率を，具体的な

例から直観的に考えることがで

きる。社会生活で利用されている

割合について考察することがで

きる 

c: くじ引きの確率が，引く順番

に関係なく等しくなることに興

味をもつ。 

 

 

定期考査 

 

小テスト 

定期考

査 

 

提出ノー

ト 

 

 

 

提出ノート 

 

レポート 

振り返りシ

ート 

平
面
図
形 

１．三角形の性質 

２．円の性質 

３．社会の中の図形 

a:三角形の性質や円と四角形の

関係など、基本的な性質を理解

し、具体的な問題を処理できる。 

b: 図形の性質や定理について論

理的に考察し，証明することがで

きる。適当な補助線を引いて考察

することができる。 

c: 図形の性質や定理の証明方法

に関心をもつ。社会生活におい

て、事象を数学的に考えようとす

る。 

定期考査 

 

小テスト 

定期考

査 

 

提出ノー

ト 

 

 

 

提出ノート 

 

レポート 

振り返りシ

ート 

２
学
期 

行
列
を
用
い
た
表
現 

行列とその応用 a: 行列に関する用語の意味を理

解している。行列の和と差，実数

倍，積の計算ができる。 

b: 行列を用いて工夫して表現さ

れた日常の事象や社会の事象な

どについて，その行列の成分の意

味を理解することができる。 

c: 〇行列の和と差，積について，

そのことを考えない場合がある

ことに興味・関心をもつ。行列の

積𝐴𝐵と積𝐵𝐴が必ずしも一致しな

いことに興味・関心をもつ。 

 

定期考査 

 

小テスト 

定期考

査 

 

提出ノー

ト 

 

 

 

提出ノート 

 

レポート 

振り返りシ

ート 
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整
数
の
性
質 

１．倍数と約数 

２．１次不定方程式 

３．２進法 

a: 素因数分解を利用して最大公

約数を求める方法を理解してい

る。また，互いに素の意味を理解

し，2つの整数が互い素であるか

どうか判定できる。1次不定方程

式の特殊解を求め，それによりす

べての整数解を求めることがで

きる。 

b: 現代の記数法を古代の記数法

と比較し，特徴を理解している。 

c: 互除法の原理の証明に興味・

関心をもつ。数学史に興味・関心

をもつ。 

 

 

定期考査 

 

小テスト 

定期考

査 

 

提出ノー

ト 

 

 

 

提出ノート 

 

レポート 

振り返りシ

ート 

３
学
期 

デ
ー
タ
の
分
析 

１．データの整理 

２．データの代表値 

３．データの相関 

４．社会生活の中のデータ 

a: 代表値や分散・標準偏差、相

関係数の定義とその意味を理解

し，定義に従ってそれを求めるこ

とができる。 

b: 箱ひげ図をかき，データの分

布を比較することができる。  

外れ値を見いだす意義を理解し

ている。 

c: 身近な統計における代表値の

意味について考察しようとする。 

データの散らばりの度合いをど

のように数値化するかを考察し

ようとする。 

 

定期考査 

 

小テスト 

定期考

査 

 

提出ノー

ト 

 

 

 

提出ノート 

 

レポート 

振り返りシ

ート 

 

※ 表中の観点について a:知識・技能 b:思考・判断・表現 c:主体的に学習に取り組む態度         

 

 


